
は
　
じ
　
め
　
に

　
広
島
県
立
文
書 

以
下
、
文
書
館
と
記
す
。）
で
の
角
筆
文 

査
は
、

二
〇
一
三
年
度
の
調
査
以
来
、
大
学
学
部
の
授
業
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
。

本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
・
二
〇
一
四
年
・
二
〇
一
五
年
度
の
調
査
を
も
と

に
、
近
世
の
安
芸
・
備
後
地
方
の
言
葉
の
特
色
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の

で
あ 

　
文
書
館
で
の
角
筆
文
献
調
査
は
、
日
本
語
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
Ⅱ
（
郷

土
資
料
調 

の
実
地
演
習
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
学
外
で
の
実
地
調
査

で
、
直
接
に
郷
土
の
古
文
献
に
手
を
触
れ
、
解
読
す
る
と
い
う
経
験
を
と

お
し
て
、
郷
土
の
文
献
文
化
財
の
価
値
を
知
り
、
そ
の
保
存
の
大
切
さ
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　
調
査
の
主
な
内
容
は
、
角
筆
文
献
を
見
つ
け
、
角
筆
の
書
き
入
れ
を
解

読
し
、
そ
の
解
読
例
を
も
と
に
、
近
世
の
安
芸
・
備
後
地
方
の
言
葉
の
特

（
１
）　
館
（

（
２
）　
献
調

（
３
）　
る
。（

４
）
査
）

色
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
年
度
ご
と
に
調
査
対

象
と
す
る
各
家
の
近
世
の
漢
籍
を
、
文
書
館
研
究
員
の
方
に
選
定
し
て
い

た
だ
き
、
授
業
の
受
講
学
生
と
授
業
担
当
者
で
あ
る
本
稿
の
筆
者
に
よ
り
、

全
て
の
文
献
に
目
を
と
お
し
、
角
筆
の
書
き
入
れ
が
有
る
か
な
い
か
に
つ

い
て
確
認
し
、
角
筆
の
書
き
入
れ
の
認
め
ら
れ
た
文
献
に
つ
い
て
は
、
そ

の
書
肆
的
事
項
を
調
べ
、
角
筆
文
献
の
目
録
を
作
成
す
る
。
発
見
し
た
角

筆
文
献
に
つ
い
て
は
、
判
読
す
る
こ
と
が
可
能
な
限
り
、
角
筆
の
書
き
入

れ
内
容
を
読
み
解
く
。
ま
ず
は
、
発
見
者
が
読
み
得
る
限
り
の
角
筆
の
書

き
入
れ
を
読
み
、
そ
の
後
、
本
稿
の
筆
者
が
、
一
つ
一
つ
の
例
を
細
か
く

追
っ
て
確
認
し
た
。

　
角
筆
は
、
墨
を
使
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
文
献
を
一
見
し
た
だ
け
で
は
、

目
に
つ
き
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
角
筆
を
発
見
し
、
そ
れ
を
研
究
へ
と

結
び
付
け
て
い
く
た
め
に
は
、
大
学
の
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
専
門
の
授
業

に
よ
る
技
能
の
習
得
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
古
文
書
を
扱
う
こ
と
の
あ

る
学
芸
員
や
司
書
に
と
っ
て
も
、
角
筆
に
関
す
る
知
識
は
有
用
で
あ
る
。

広
島
女
学
院
大
学
論
集
　
第
六
十
七
集
　
一－

二
〇
　
二
〇
二
〇
年
二
月

（　　）1９２

角
筆
文
献
資
料
か
ら
安
芸
・
備
後
地
方
の
近
世
方
言
を
探
る

─
─
広
島
県
立
文
書
館
蔵
の
角
筆
文
献
調
査
（
二
〇
一
四
年－

二
〇
一
六
年
）─
─

柚
木
　
靖
史



　
角
筆
は
一
見
し
た
だ
け
で
は
白
紙
の
状
態
で
あ
り
、
解
読
す
る
こ
と
は

簡
単
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
私
的
な
書
き
入
れ
に
使
わ
れ
た
と
い
わ
れ

て
お
り
、
角
筆
の
書
き
入
れ
に
は
、
改
ま
っ
た
墨
の
文
字
の
書
き
入
れ
と

は
異
な
り
、
当
時
の
口
頭
語
が
反
映
さ
れ
や
す
い
。
し
た
が
っ
て
、
方
言

史
料
と
し
て
、
有
効
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
広
島
の
郷
土
資
料
に
書

き
入
れ
ら
れ
た
角
筆
を
丁
寧
に
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
世
の
安
芸
・

備
後
地
方
の
口
頭
語
（
方
言
）
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
過
去
の
方
言
の
実
態
を
文
献
に
よ
り
解
明
す
る
こ
と
は
、
墨
で
書

か
れ
た
資
料
だ
け
で
は
、
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
文
章
語
に
と
ら
わ
れ
な

い
、
私
的
な
書
き
入
れ
が
記
さ
れ
た
角
筆
文
献
は
、
方
言
の
歴
史
を
知
る

重
要
な
資
料
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
は
、
近
世
の
郷
土
の
文
献
を

多
く
所
蔵
す
る
文
書
館
に
、
ど
れ
く
ら
い
の
量
の
角
筆
文
献
が
存
在
す
る

か
、
そ
の
全
体
数
を
調
べ
、
一
点
一
点
の
角
筆
文
献
を
精
読
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
ま
だ
、
実
態
に
つ
い
て
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
、
近
世
の
安

芸
・
備
後
地
方
の
言
葉
の
特
色
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
本
稿
は
、
角
筆
調
査
の
途
中
段
階
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

三
年
間
の
角
筆
調
査
で
、
角
筆
文
献
の
発
見
数
も
多
く
な
っ
て
き
た
の
で
、

そ
の
途
中
報
告
を
提
示
し
、
大
方
の
ご
批
正
を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。

一
　
二
〇
一
三
年
度
か
ら
二
〇
一
五
年
度
に
か
け
て
の
調

査
で
見
つ
か
っ
た
角
筆
文
献

　
さ
て
、
文
書
館
で
の
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
二
〇
一
五
年
度
に
か
け
て

の
角
筆
調
査
で
、
計
四
十
九
点
の
角
筆
文
献
が
見
つ
か
っ
た
。
ま
ず
、
こ

れ
ら
の
角
筆
文
献
の
書
肆
的
事
項
を
ま
と
め
て
示
す
。

【
二
〇
一
三
年
度
角
筆
文
献
調
査
よ
り
】

〈
安
芸
国
広
島
浅
野
家
家
中
桑
原
家
文
書
〉（
整
理
番
号
　
１
９
９
３
０ 

（
１
）　
評
苑
改
正
文
選
旁
訓
大
全
　
一
冊
　（
文
献
番
号
　
３
）

　
　
江
戸
時
代
後
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
６
・
７
糎
　
横
１
８
・
５
糎 

青
表
紙
　
朱
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
後
表
紙
見
返
・
墨
書
）
此
本
何
方
江
相
借
し
申
侯
共
／
早
速
私
方
御

戻
し
可
被
下
侯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　已
上
　
桑
原
喜
太
郎
本
也
／
辛
已
孟
冬
吉

辰

（
２
）　
論
語
　
巻
六
　
朱
嘉
集
註
　
一
冊
　（
文
献
番
号
　
７
）

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
６
・
０
糎
　
横
１
８
・
８
糎 

青
表
紙
　
表
紙
破
損
　
墨
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
表
紙
見
返
・
墨
書
）
上
　
桑
原
吉
郎
二

（
５
）
４
）
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　（
巻
末
・
墨
書
）
上
ノ
桑
原
喜
太
郎

（
３
）　
論
語
　
巻
二
　
朱
嘉
集
註
　
一
冊
　（
文
献
番
号
　
１
１
）

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
６
・
５
糎
　
横
１
８
・
５
糎 

茶
表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
表
紙
裏
・
墨
書
）
桑
原
吉
郎
二
／
西
宮
竹
山
鶴
斎
／
桑
原
蔵
書

　
　（
後
表
紙
裏
・
墨
書
）
藝
州
廣
島
／
水
主
町
／
上
ノ
桑
原
氏
／
三
月
八

日
求
之
也
／
鶴
斎
物
／
上
ノ
桑
原

　
　（
巻
末
・
墨
書
）
桑
原
喜
太
郎

（
４
）　
論
語
　
朱
嘉
集
註
　
一
冊
　（
文
献
番
号
　
１
８
）

　
　
江
戸
時
代
後
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
６
・
０
糎
　
横
１
７
・
８
糎 

青
表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
表
紙
見
返
・
墨
書
）
奥
崎
氏

　
　（
後
表
紙
見
返
・
墨
書
）
嘉
永
二
酉
年

（
５
）　
孟
子
　
巻
一
・
巻
二
　
一
冊
　（
文
献
番
号
　
３
３
）

　
　
江
戸
時
代
後
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
６
・
０
糎
　
横
１
８
・
３
糎 

青
表
紙
　
墨
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
題
簽
）　
安
永
校
正
　
孟
子
　
道
春
点

（
６
）　
論
語
　
一
冊
　
朱
嘉
集
註
（
文
献
番
号
　
３
４
）

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
５
・
９
糎
　
横
１
９
・
０
糎 

青
表
紙
　
朱
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
表
紙
裏
・
墨
書
）
上
ノ
桑
原
氏
　
上
ノ
桑
原
吉
郎
二

　
　（
巻
末
・
墨
書
）
上
ノ
桑
原
氏

　
　（
後
表
紙
・
墨
書
）
桑
原
氏
　
天
七
地
五
　
此
本
故
有
　
水
主
町
桑
原

氏

（
７
）　
小
学
　
校
本
　
外
篇
　
一
冊
　（
文
献
番
号
　
３
５
）

　
　
江
戸
時
代
後
期
版
　
袋
綴
装
　
茶
表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
表
紙
見
返
・
墨
書
）
染
唐
晋
漢
冉

　
　（
刊
記
）
書
林
／
河
内
屋
藤
四
郎
／
須
原
屋
茂
兵
衛
／
山
城
屋
佐
兵

衛
／
須
原
屋
新
兵
衛
／
英
大
助
／
須
原
屋
伊
八
／
岡
田
屋
嘉

七
／
紙
屋
徳
八
／
河
内
屋
茂
兵
衛
／
河
内
屋
藤
兵
衛

〈
備
後
国
芦
田
郡
府
中
市
村
延
藤
家
文 

（
文
献
群
番
号
　
１
９
９
１
１
０
）

（
８
）　
孟
子
集
註
　
再
刻
　
四
冊
（
文
献
番
号
　
２
８
５
３
～
２
８
５
６
）

　
　
江
戸
時
代
後
期
板
　
縦
２
２
・
３
糎
　
横
１
５
・
６
糎
　
茶
色
表
紙 

墨
書
書
き
入
れ
な
し
　「
西
備
府
延
藤
氏
蔵
書
記
」
朱
印
あ
り

　
　（
刊
記
）
発
行
書
肆
／
須
原
屋
茂
兵
衛
／
須
原
屋
伊
八
／
須
原
屋
新
兵

衛
／
山
城
屋
佐
兵
衛
／
岡
田
屋
嘉
七
／
岡
村
庄
助
／
和
泉
屋

庄
治
郎
／
和
泉
屋
金
右
衛
門
／
和
泉
屋
吉
兵
衛
／
河
内
屋
太

助
／
板

（
９
）　
重
訂
小
学
纂
註
　
内
篇
　
二
冊
　
外
篇
　
一
冊
　（
文
献
番
号

　
２
８
１
７
～
１
８
１
９
）

　
　
江
戸
時
代
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
板
　
縦
２
３
・
０
糎
　
横
１

５
・
５
糎
　
青
表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し
　「
古
府
黌
印
」
朱
印
あ

り

（
６
）
書
〉

角筆文献資料から安芸・備後地方の近世方言を探る （　　）3９０



　
　（
後
表
紙
見
返
・
墨
書
）
廣
島
縣
第
三
回
優
等
試
験
第
壱
等
賞
品

　
　（
貞
　
表
紙
見
返
）
文
政
五
年
壬
午
夏
／
清
本
翻
刻
／
重
訂
小
学
纂

註
／
福
山
藩
　
歳
寒
堂
蔵
板

　
　（
外
篇
・
刊
記
）
福
山
藩
歳
寒
堂
蔵
板
　
江
戸
発
行
書
舗
　
鶴
屋
金

助
／
岡
村
庄
助
／
英
平
吉

【
二
〇
一
四
年
度
調
査
よ
り
】

〈
安
芸
国
加
茂
郡
寺
家
村
野
坂
家
文 

（
文
献
群
番
号
　
１
９
８
８
０
２
）

（
１
０
）　
改
正
音
訓
　
書
経
　
一
冊
　
５
０
６
（
８
８
０
２
）

　
　
江
戸
時
代
後
期
板
　
縦
２
５
・
５
糎
×
横
１
８
・
０
　
袋
綴
装
　
茶

表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
あ
り

（
１
１
）　
新
刻
改
正
　
孟
子
　
後
藤
点
　
四
冊
　
７
（
８
８
０
２
）

　
　
江
戸
時
代
後
期
板
　
縦
２
７
・
０
糎
×
横
１
８
・
０
　
袋
綴
装
　
茶

表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し
　「
児
玉
蔵
書
」
印
あ
り

　
　（
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
明
治
五
年
壬
申
孟
春
求
之
／
安
芸
山
県
郡

穴
卯
／
児
玉
俊
造
光
／
蔵
本
／
四
書
全

部
十
冊
／
浪
花
安
堂
町
秋
田
屋
／
太
右

衛
よ
る
買

　
　（
刊
記
）
佐
土
原
学
習
館
蔵
板
／
大
坂
製
本
書
／
南
久
太
郎
町
壱
丁
目

　
相
屋
九
兵
衛

（
１
２
）　
書
集
伝
　
上
　
再
刻
後
藤
点
　
一
冊
　
５
０
５
（
８
８
０
２
）

（
７
）
書
〉

　
　
　
江
戸
時
代
後
期
板
　
縦
２
５
・
０
糎
×
横
１
８
・
０
　
袋
綴
装

　
茶
表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し
　「
橋
格
」
印
あ
り

（
１
３
）　
新
刻
改
正
　
論
語
　
後
藤
点
　
四
冊
　
８
（
８
８
０
２
）

　
　
江
戸
時
代
後
期
板
　
縦
２
７
・
０
糎
×
横
１
８
・
０
　
袋
綴
装
　
茶

表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し

（
１
４
）　
新
刻
改
正
　
中
庸
　
後
藤
点
　
一
冊

　
　
江
戸
時
代
後
期
板
　
縦
２
５
・
０
糎
×
横
１
７
・
５
　
袋
綴
装
　
茶

表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し

（
１
５
）　
孟
子
　
校
正
道
春
点
　
四
冊
　
５
５
５
（
８
８
０
２
）

　
　
江
戸
時
代
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
板
　
縦
２
５
・
５
糎
×
横
１

８
・
０
　
袋
綴
装
　
青
表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し

　
　（
表
紙
見
返
し
・
書
き
入
れ
）
菅
井
廣
太
郎
勝
忠
　
什
物

　
　（
後
表
紙
見
返
し
・
書
き
入
れ
）
長
谷
川

　
　（
刊
記
）
宝
暦
四
年
甲
戌
仲
春
　
開
版

　
　
　
　
　
　文
政
九
年
丙
戌
初
夏
　
再
刻

　
　
　
　
　
　天
保
九
年
戊
戌
季
夏
　
三
刻

　
　
　
　
　
　
　
　書
誌
／
須
原
屋
茂
兵
衛
／
秋
田
屋
太
右
衛
門

〈
呉
焼
山
押
込
富
永
家
文 

（
文
献
群
番
号
　
１
９
８
８
２
１
）

（
１
６
）　
孟
子
　
一
冊
　（
１
８
９
）

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
縦
２
５
・
３
糎
×
横
１
８
・
０
　
袋
綴
装
　
茶

表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
あ
り

（
８
）
書
〉
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　（
版
心
記
）
山
崎
嘉
点

（
１
７
）　
孟
子
　
一
冊
　（
１
９
０
）

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
縦
２
５
・
３
糎
×
横
１
８
・
０
　
袋
綴
装
　
茶

表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
あ
り

（
１
８
）　
孟
子
集
註
　
一
冊
　
　
１
９
１

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
縦
２
５
・
３
糎
×
横
１
８
・
０
　
袋
綴
装
　
茶

表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
版
心
記
）
倭
板
四
書
　
山
崎
嘉
点

　
　（
後
表
紙
書
き
入
れ
・
墨
書
）
井
上
須
磨
／
井
上
須
江
吉

（
１
９
）　
新
版
訂
正
　
孟
子
　
道
春
点
　
四
冊
　
４
９

－

５
２

　
　
江
戸
時
代
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
板
　
縦
２
６
・
０
糎
×
横
１

９
・
３
　
袋
綴
装
　
青
表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
あ
り
　「
沖
屋
蔵
本
」

印
あ
り

　
　（
版
心
記
）
辻
氏
版

　
　（
刊
記
）
正
徳
元
辛
卯
年
六
月
良
辰
／
京
三
条
通
中
嶋
／
辻
勘
十
郎
開

版

（
２
０
）　
新
版
訂
正
論
語
　
道
春
点
　
四
冊
　
４
５

－

４
８

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
５
・
６
糎
×
横
１
９
・
５
　
袋

綴
装
　
青
表
紙
　
墨
書
・
朱
書
書
き
入
れ
あ
り
　「
沖
屋
蔵
本
」
朱
印

あ
り

　
　（
巻
末
・
書
き
入
れ
）
焼
山
富
永
／
道
春
点
／
節
次
郎
（
二
冊
目
）

　
　（
後
表
紙
見
返
し
・
書
き
入
れ
）
焼
山
沖
屋
蔵
（
一
冊
目
）

　
　（
巻
末
・
書
き
入
れ
）
焼
山
村
沖
屋
（
三
冊
目
）

　
　（
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
春
太
郎

（
２
１
）　
古
文
真
宝
前
集
　
五
冊
　
１
０
３

－

１
０
７

　
　
江
戸
時
代
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
７
・

５
×
横
１
９
・
１
　
朱
書
書
き
入
れ
あ
り
　「
焼
山
沖
屋
　
押
込
」
印

あ
り

　
　（
後
表
紙
・
書
き
入
れ
）　
押
込
村
　
奥
氏

　
　（
刊
記
）
元
禄
十
丁
丑
孟
春
日
／
平
安
書
肆
／
武
村
三
郎
兵
衛
／
武
村

新
兵
衛
　
重
梓

（
２
２
）　
箋
註
　
蒙
求
　
三
冊
　
１
７
０

－

１
７
１

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
８
・
０
×
横
６
・
０
　
墨
書
・
朱

書
書
き
入
れ
あ
り
　「
沖
屋
蔵
本
」
印
あ
り

　
　（
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
沖
屋
蔵
本
（
一
冊
目
）

　
　（
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
富
永
志
津
男
（
三
冊
目
）

　
　（
後
表
紙
・
墨
書
）
焼
山
村
　
富
永
静
雄
（
三
冊
目
）

　
　（
刊
記
）
天
和
二
壬
戌
之
歳
三
月
日
　
潭
龍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　角
屋
清
左
衛
門
／
北
村
青
堂

（
２
３
）　
四
書
大
全
　
十
三
冊
　
１
１
３

－

１
２
５

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
７
・
７
×
横
１
９
・
６
　
墨
書

書
き
入
れ
あ
り
　「
沖
屋
　
焼
山
」
印
あ
り

〈
安
芸
郡
熊
野
村
海
城
家
文 

（
文
献
群
番
号
　
１
９
８
８
０
８
）

（
９
）
書
〉
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（
２
４
）　
論
語
　
後
藤
点
　
二
冊
　（
３
６

－

１
）

　
　
明
治
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
４
・
２
×
横
１
７
・
７
　
茶
表
紙
　
墨
書

書
き
入
れ
な
し

（
２
５
）　
改
正
音
訓
　
礼
記
　
一
冊
　（
３
９
）

　
　
明
治
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
６
・
３
×
横
１
９
・
５
　
茶
表
紙
　
墨
書

書
き
入
れ
な
し

〈
安
芸
国
広
島
城
下
京
橋
町
　
保
田
（
義
郎
）
家
文 

（
文
献
群
番
号

　
１
９
９
８
０
８
）

（
２
６
）　
孟
子
集
註
　
四
冊
　（
４
０
３

－
２
８
～
３
１
）

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
８
・
０
×
横
１
８
・
９
　
青
表

紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し

（
２
７
）　
易
経
　
一
冊
　（
４
０
３
　
３
２
）

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
７
・
０
×
横
１
８
・
０
　
黒
表

紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し

（
２
８
）　
大
学
章
句
　
一
冊
　（
４
０
３
　
３
３
）

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
６
・
５
×
横
１
８
・
４
　
青
表

紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し

（
２
９
）　
中
庸
章
句
　
一
冊
　（
４
０
３
　
３
４
）

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
６
・
０
×
横
１
８
・
５
　
青
表

紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し

（
３
０
）　
古
文
孝
経
　
正
文
　（
４
０
３
　
９
）

（
　
）
１０書
〉

　
　
江
戸
時
代
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
６
・
７
×

横
１
７
・
０
　
茶
表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
刊
記
）
延
享
元
甲
子
夏
五
月
日
／
須
原
屋
小
林
新
兵
衛
　
梓

（
３
１
）　
春
秋
左
氏
伝
　
十
二
冊
　（
４
０
３
　
１
６
～
２
７
）

　
　
江
戸
時
代
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
７
・
０
×
横

１
８
・
０
　
青
表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
刊
記
）
江
戸
時
代
宝
暦
五
乙
亥
歳
正
月
之
吉

　
　
　
　
　
　京
師
書
林
　
三
条
街
堀
川
東
へ
入
町
／
中
江
久
四
　
梓

　
　（
版
心
記
）
那
波
師
曽
句
読

〈
安
芸
郡
海
田
　
千
葉
家
文 

（
文
献
群
番
号
　
１
９
８
８
１
２
）

（
３
２
）　
小
学
　
内
篇
　
外
篇
　
二
冊
　（
２
１
９
・
１
５
）

　
　
江
戸
時
代
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
９
・
５
×

横
１
９
・
０
　
茶
表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
版
心
記
）
山
崎
嘉
点

　
　（
跋
文
）
寛
文
十
庚
戌
年

　
　
　
　
　
　
　
　正
月
中
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　川
崎
治
郎
右
衛
門
板
行

　
　（
刊
記
）
天
明
三
癸
卯
季
秋

　
　
　
　
　
　
　
　京
師
書
林
／
風
月
荘
左
衛
門
／
横
江
岩
之
助
／
大
久
保

伝
蔵
／
武
村
嘉
兵
衛

（
３
３
）　
中
庸
章
句
　
一
冊
　（
２
１
９
・
１
０
）

（
　
）
１１書
〉
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江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
７
・
５
×
横
１
９
・
５
　
茶
表

紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し

　
　（
版
心
記
）
倭
板
四
書
　
山
崎
嘉
点

（
３
４
）　
中
庸
章
句
　
一
冊
　（
２
１
９
・
１
４
）

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
６
・
０
×
横
１
８
・
５
　
茶
表

紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し

　
　（
版
心
記
）
山
崎
嘉
点

（
３
５
）　
詩
経
　
釈
義
音
注
律
　（
律
　
呂
）　
二
冊
（
２
１
９
・
８
）

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
５
・
７
×
横
１
８
・
０
　
青
表

紙
　
墨
書
書
き
入
れ
あ
り
　「
千
葉
」
印
あ
り

　
　（
版
心
記
）
多
賀
漸
点
　
朱
子
臨
漳
定
本

　
　（
墨
書
・
書
き
入
れ
）
寿
亭
　
　
郡
用
所

（
３
６
）　
近
思
録
　
一
冊
（
２
１
９
）　
木
箱
３
枠

　
　
江
戸
時
代
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
５
・
７
×

横
１
８
・
０
　
青
表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
版
心
記
）
多
賀
漸
点
　
朱
子
臨
漳
定
本
　「
千
葉
」
印
あ
り

　
　（
刊
記
）
安
永
三
甲
午
年
五
月
再
板
／
寿
文
堂
／
井
上
清
兵
衛

【
二
〇
一
五
年
度
調
査
よ
り
】

（
３
７
）　
礼
記
　
四
冊

　
　
江
戸
時
代
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
５
・
５
×

横
１
８
・
５
　
青
表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
版
心
記
）
多
賀
漸
点
　
朱
子
臨
漳
定
本

　
　（
刊
記
）
寛
政
紀
元
己
酉
秋
九
月
吉
辰

　
　
　
　
　
　書
肆
　
東
武
　
日
本
橋
南
一
町
目
／
須
原
屋
茂
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　浪
速
　
心
斎
橋
筋
順
慶
町
北
江
入
／
柏
原
屋
清
右
衛

門

　
　
　
　
　
　
　
　
　京
都
　
寺
町
通
二
条
下
ル
町
／
勝
村
九
右
衛
門
／
堀

川
通
高
辻
上
ル
／
梶
川
七
郎
兵
衛

（
３
８
）　
孟
子
集
註
　
四
冊

　
　
江
戸
時
代
後
期
　
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
７
・
７
×
横
１
９
・
０
　
茶

表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し

　
　（
版
心
記
）
倭
板
四
書
　
山
崎
嘉
点

　
　（
刊
記
）
大
阪
　
村
上
勘
右
衛
門
／
武
村
市
兵
衛
／
同
姓
佐
兵
衛

（
３
９
）　
易
経
　
釈
義
音
注
　
二
冊

　
　
江
戸
時
代
後
期
　
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
５
・
５
×
横
１
８
・
０
　
青

表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し

　
　（
版
心
記
）
朱
子
臨
漳
定
本
　
多
賀
漸
点

（
４
０
）　
大
学
章
句
　
一
冊

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
７
・
５
×
横
１
９
・
０
　
茶
表

紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し

　
　（
版
心
記
）
倭
板
四
書
　
山
崎
嘉
点

（
４
１
）　
書
経
　
釈
義
音
注
　
一
冊
　
内
藤
初
音
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江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
６
・
０
×
横
１
８
・
０
　
青
表

紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し

　
　（
版
心
記
）
朱
子
臨
漳
定
本

（
４
２
）　
孟
子
集
註
　
三
冊

　
　
江
戸
時
代
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
６
・
０
×

横
１
８
・
５
　
茶
表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し

　
　（
版
心
記
）
倭
板
四
書

　
　（
刊
記
）
明
和
五
年
戊
子
年
五
月
再
板

（
４
３
）　
春
秋
　
釈
義
音
注
　
一
冊

　
　
江
戸
時
代
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
６
・
０
×

横
１
８
・
５
　
茶
表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し

（
４
４
）　
孟
子
集
註
　
梁
恵
王
　
一
冊

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
５
・
５
×
横
１
８
・
０
　
茶
表

紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し

　
　（
版
心
記
）
倭
板
四
書
　
山
崎
嘉
点

　
　（
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
海
田
市
　
東
　
神
保
姓

（
４
５
）　
書
経
　
釈
義
音
注
上
　
一
冊

　
　
江
戸
時
代
後
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
５
・
８
×
横
１
８
・
０
　
青
表

紙
　
墨
書
書
き
入
れ
な
し

　
　（
版
心
記
）
朱
子
臨
定
本
　
多
賀
漸
点

〈
豊
田
郡
乃
美
村
児
玉
家
文 （
　
）
１２書
〉

（
４
６
）　
小
学
　
三
冊
　
２
０
１
２
０
２
　
３
１－

１
～
３

　
　
江
戸
時
代
寛
文
十
（
一
六
七
〇
）
年
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
７
・
０
×

横
１
９
・
０
　
青
表
紙
　
墨
書
・
朱
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
朋
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　乃
美
村
　
佐
ヱ
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　富
田
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　西
教
寺
本
也

　
　（
後
表
紙
・
墨
書
書
き
入
れ
）
豊
田
郡

　
　（
刊
記
）
寛
文
十
庚
戌
年

　
　
　
　
　
　
　
　正
月
中
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　川
崎
治
郎
右
衛
門
板
行

（
４
７
）　
論
語
　
一
冊
　（
巻
八
　
朱
熹
集
註
）　
２
０
１
２
０
２
　
９
９

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
６
・
５
×
横
１
９
・
０
　
青
表

紙
　
墨
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
版
心
記
）
廣
文
堂
蔵

（
４
８
）　
論
語
古
訓
　
二
冊
　
２
０
１
２
０
２
　
９
６－

１
～
２

　
　
江
戸
時
代
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
７
・
０
×

横
１
７
・
０
　
白
表
紙
　
墨
書
・
朱
書
書
き
入
れ
あ
り

（
４
９
）　
小
学
句
読
　
五
冊
　
２
０
１
２
０
２
　
１
１
２
・
１
～
４

　
　
江
戸
時
代
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
板
　
袋
綴
装
　
縦
横
　
黒
表
紙 

墨
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
版
心
記
）
有
文
閣
蔵
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　（
刊
記
）
四
冊
　
有
文
閣
蔵
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　寛
政
七
年
乙
卯
孟
夏
穀
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
政
二
乙
卯
年
孟
春
再
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浪
速
書
林
　
柳
原
喜
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
川
源
七
郎
　
　
　
合
梓

（
５
０
）　
小
学
句
読
　
一
冊
　
２
０
１
２
０
２
　
１
１
２
・
５

　
　
江
戸
時
代
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
５
・
８

横
１
８
・
２
　
青
表
紙
　
墨
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
刊
記
）
享
保
十
九
甲
寅
三
月
吉
旦
求
板

　
　
　
　
　
　
　
　浪
速
　
文
煕
堂
寺
田
與
右
衛
門

　
　（
表
紙
・
墨
書
）
七

　
　（
内
題
）
小
学
巻
之
六

　
　（
尾
題
）
小
学
巻
之
六
　
終

（
５
１
）　
孟
子
　
二
冊
　（
巻
七
～
巻
十
）　
２
０
１
２
０
２
　
２
７
２
・

１
～
２

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
７
・
５
横
１
９
・
０
　
白
表
紙 

墨
書
・
朱
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
版
心
記
）
倭
板
四
書
　
孟
子
集
註
　
　
山
﨑
嘉
点

　
　（
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
乃
美
邑
　
児
玉
氏
　
左
江
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　養
素
館
蔵
　
乃
美
　
左
加
保
里
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　壬
　
文
化
九
年
　
　
乃
美
村
　
左
エ
里
本

　
　（
刊
記
）
大
坂
　
村
上
勘
右
衛
門
／
武
村
市
兵
衛
／
同
姓
　
佐
兵
衛

（
５
２
）　
孟
子
　
一
冊
　
２
０
１
２
０
２
　
２
７
５

　
　
江
戸
時
代
初
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
６
・
０
横
１
８
・
０
　
青
表
紙 

墨
書
・
白
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
乃
美
村
　
小
嶋
定
太
良
　
小
嶋
氏
徳
三
　
之

（
５
３
）　
礼
記
　
一
冊
　
２
０
１
２
０
２
　
２
５
６

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
７
・
０
横
１
９
・
０
　
墨
書
書

き
入
れ
あ
り

　
　（
表
紙
・
墨
書
）
安
昌
訓
点

　
　（
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
児
玉
氏
　
乃
美
左
エ
利
本

　
　（
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
乃
美
村
　
養
素
館
蔵
書
　
児
玉
彌
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　覚
　
　
共
十
　
末
九
月
十
二
日
　
彌
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　た
ん
こ
も
　
た
ま
は
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　文
化
八
年
　
　
御
写
　
養
素
館

（
５
４
）　
孟
子
　
一
冊
（
巻
三
～
巻
四
）　
２
０
１
２
０
２
　
２
５
９

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
７
・
０
横
１
９
・
０
　
白
表
紙 

墨
書
・
朱
書
書
き
入
れ
あ
り
　「
児
玉
」
印
あ
り

　
　（
版
心
記
）
首
書
四
書
集
註

　
　（
表
紙
・
墨
書
）
児
玉
蔵
書
ノ
十
三

　
　（
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
児
玉
氏
　
説
治
書

　
　（
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
蓮
教
寺
　
児
玉
氏
　
　
児
玉
有
李
　
春 

乃
美
村

（
５
５
）　
新
板
校
正
孟
子
　
道
春
点
　
一
冊
　（
巻
一
～
巻
二
）　
２
０
１
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２
０
２
　
２
６
０

　
　
江
戸
時
代
初
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
７
・
０
横
１
８
・
５
　
青
表
紙

　
　
墨
書
・
朱
書
・
白
書
書
き
入
れ
あ
り
　「
播
磨
屋
　
乃
美
」
あ
り

　
　（
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
乃
美
村
　
播
磨
屋
　
定
太
良

（
５
６
）　
孟
子
　
一
冊
　
　
２
０
１
２
０
２
　
２
６
２

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
５
・
５
横
１
８
・
５
　
茶
表
紙 

墨
書
・
朱
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
内
題
）
孟
子
巻
之
一

　
　（
尾
題
）
孟
子
巻
之
二

　
　（
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
巳
　
寿
永
弐
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　酉
　
　
五
月
　
　
揃
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　牛
尾
英
吉
書
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　乃
美
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　井
野
屋
潮
英
吉
本

　
　（
後
表
紙
）
乃
美
邑
　
牛
尾
氏

（
５
７
）　
新
版
校
正
　
孟
子
　
道
春
点
　
四
　
一
冊
　
２
０
１
２
０
２ 

２
６
９

　
　
江
戸
時
代
後
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
７
・
０
横
１
８
・
５
　
青
表
紙 

墨
書
・
朱
書
書
き
入
れ
あ
り

　
　（
内
題
）
孟
子
巻
之
十
一

　
　（
尾
題
）
孟
子
巻
之
十
四

　
　（
版
心
記
）
森
氏
版

　
　（
巻
末
・
墨
書
）
寛
而

　
　（
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
乃
美
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　有
り
野
や
留
吉

（
５
８
）　
大
全
　
大
学
　
完
　
一
冊
　
２
０
１
２
０
２
　
１
６
９

　
　
江
戸
時
代
中
期
板
　
袋
綴
装
　
縦
２
４
・
５
横
１
８
・
５
　
青
表
紙

　
墨
書
書
き
入
れ
な
し

　
　（
巻
頭
・
墨
書
）
嘉
永
癸
丑
八
月
六
日
野
人
持
来
価
四
文
目

　
　
　
　
　
　
　
　中
庸
大
全
乾
坤
大
学
一
巻
已
上
求
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　児
玉
大
輔
蔵

　
　（
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
大
学
大
全
一
冊
中
庸
大
全
　
二
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　以
上
　
三
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　右
二
部
書
嘉
永
六
癸
丑
「
七
甲
寅
ヲ

末
梢
」
八
月
六
日
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　武
村
野
人
持
来
価
四
銭
目
買
之

二
　
角
筆
の
書
き
入
れ
か
ら
読
み
解
く
安
芸
・
備
後
地
方

の
音
韻
的
諸
事
象

（
１
）
開
合
に
つ
い
て

　
開
合
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
室
町
時
代
に
乱
れ
始
め
た
と
い
わ
れ
る
が
、

開
音
か
ら
合
音
へ
の
変
化
は
短
期
間
で
は
進
ま
な
か
っ
た
。
室
町
時
代
の

後
期
の
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
で
は
、「〈
」「
〉」
に
よ
り
、
開
合
は
区
別
さ
れ
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て
い
る
。
そ
れ
以
降
、
近
世
を
中
心
に
開
音
が
合
音
へ
と
転
じ
た
が
、
地

域
に
よ
っ
て
そ
の
進
行
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
て
、
明
治
時
代
以
降
も
、
開

合
が
区
別
さ
れ
た
地
域
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
開
音
か
ら
合
音
へ
の
変

化
が
、
地
域
ご
と
に
ど
の
よ
う
に
進
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
開
合
の
変
化
の
経
緯
に
つ

い
て
は
、
墨
で
書
か
れ
た
文
献
や
印
刷
さ
れ
た
文
献
で
は
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
難
し
い
。
墨
の
文
献
で
は
、
日
本
語
の
規
範
に
と
ら
わ
れ
や
す
い

た
め
、
合
音
で
発
音
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
開
音
で
表
記
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
は
起
こ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
、
今
回
の
調
査
で
見
出
さ
れ
た
角
筆
文
献
を
精
査
す
る
と
、
開
合

に
関
し
て
次
に
示
す
よ
う
に
、「
開
音
を
開
音
に
し
た
例
」「
開
音
を
合
音

に
し
た
例
」「
合
音
を
開
音
に
し
た
例
」「
合
音
を
合
音
に
し
た
例
」
が
見

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
中
で
は
。「
合
音
を
合
音
に
し
た

例
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
開
音
を
合
音
に
し
た
例
」
が
多
く
、
次
い

で
「
開
音
を
開
音
し
た
例
」
の
順
に
数
が
少
な
く
な
る
。「
合
音
を
開
音
に

し
た
例
」
は
一
例
認
め
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
る

と
、
開
音
の
合
音
化
が
進
ん
で
い
る
と
一
応
は
言
え
る
が
、
開
音
を
保
っ

た
例
も
存
す
る
こ
と
か
ら
、
い
ま
だ
な
お
、
開
音
と
い
う
従
来
の
発
音
を

留
め
た
い
と
い
う
意
識
も
う
か
が
わ
れ
、
全
体
と
し
て
開
合
は
混
乱
し
た

状
況
を
呈
し
て
い
る
。
合
音
を
あ
え
て
開
音
に
し
た
例
が
存
す
る
の
も
、

開
音
を
留
め
よ
う
と
す
る
意
識
の
表
れ
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

〇
開
合
に
関
す
る
具
体
例

【
合
音
を
開
音
に
し
た
例
】

１
　
鴻
「
カ
ウ
」（
２ 

蒙
求
　
第
１
冊
１
丁
表
９
行
目
）

２
　
菱
「
リ
ヤ
ウ
」（
１
　
文
選
旁
訓
大
全
　
２
丁
表
１
０
行
目
）

　
１
の
例
は
、「
鴻
」
の
音
「
コ
ウ
」
を
、
開
音
「
カ
ウ
」
に
し
た
例
で
あ

る
。
２
は
、「
菱
」
の
音
「
リ
ヨ
ウ
」
を
「
リ
ヤ
ウ
」
と
開
音
に
し
た
例
で

あ
る
。

【
開
音
を
合
音
に
し
た
例
】

３
　
陽
「
ヨ
ウ
」（
２
０
　
論
語
　
第
４
冊
　
１
７
丁
表
３
行
目
）

４
　
娘
「
ロ
ウ
」（
２
１
　
古
文
真
宝
前
集
　
第
９
冊
　
２
８
丁
表
１
行

目
）

５
　
嬢
妻
子
「
ジ
ヨ
ウ
」（
２
１
　
古
文
真
宝
前
集
　
第
９
冊
　
１
０
丁
裏

８
行
目
）

６
　
鵲
巣
「
シ
ヤ
ク
ソ
ウ
」（
３
５
　
詩
経
　
第
１
冊
　
３
丁
１
０
行
欄

外
）

７
　
誕
イ
ニ
（「
王
」
イ
ニ
）（
１
０
　
書
経
　
第
１
冊
　
１
９
丁
裏
４
行

目
）

　
３
の
例
は
、「
陽
」
の
音
「
ヤ
ウ
」
を
「
ヨ
ウ
」
と
合
音
に
し
た
例
で
あ

る
。
４
は
、「
娘
」
の
音
「
ラ
ウ
」
を
合
音
「
ロ
ウ
」
に
し
た
例
で
、
５
は
、

（
　
）　
１３２
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「
嬢
」
の
音
「
ヂ
ヤ
ウ
」
を
「
ジ
ヨ
ウ
」
と
合
音
に
し
た
例
で
あ
る
。
６
は

「
巣
」
の
音
「
サ
ウ
」
を
「
ソ
ウ
」
と
合
音
に
し
た
例
で
あ
る
。

　
和
語
の
類
音
字
表
記
に
も
、
合
音
を
開
音
に
し
た
と
思
わ
れ
る
例
が
あ

る
。
７
の
例
は
、「
誕
」
の
訓
の
「
オ
ホ
イ
ニ
」
が
長
音
化
し
た
も
の
を
、

類
音
字
「
王
」（
ワ
ウ
）
を
使
っ
て
、「
オ
ウ
イ
ニ
」
と
読
ま
せ
て
い
た
こ

と
を
示
す
例
で
あ
ろ
う
。「
王
」
の
音
は
「
ワ
ウ
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
合
音

の
「
オ
ウ
」
の
表
記
に
使
っ
て
い
る
。

【
開
音
を
開
音
に
し
た
例
】

８
　
痒
序
「
ヤ
ウ
ヂ
ヨ
」（
２
６
　
孟
子
　
第
１
冊
　
１
２
丁
表
４
行
目
）

９
　
耆
老
「
ギ
ラ
ウ
」（
２
６
　
孟
子
　
第
１
冊
　
４
７
丁
裏
２
行
目
）

１
０
　
匠
「
シ
ヤ
ウ
」（
２
６
　
孟
子
　
第
３
冊
　
３
３
丁
裏
３
行
目
）

１
１
　
巌
牆
「
ガ
ン
シ
ヤ
ウ
」（
２
６
　
孟
子
　
第
４
冊
　
４
５
丁
表
６
行

目
）

１
２
　
牛
羊
「
ギ
ウ
ヤ
ウ
」（
２
８
　
大
学
章
句
　
第
１
冊
２
３
丁
表
５
行

目
）

１
３
　
藻
「
サ
ウ
」（
３
５
　
詩
経
　
第
１
冊
　
３
丁
表
９
行
目
）

　
８
の
例
は
、「
痒
」
の
音
「
ヤ
ウ
」
を
開
音
の
「
ヤ
ウ
」
に
し
た
例
で
あ

る
。
９
の
例
は
、「
老
」
の
音
「
ラ
ウ
」
を
開
音
の
「
ラ
ウ
」
に
し
た
例
で

あ
る
。
１
０
の
例
は
、「
匠
」
の
音
「
シ
ヤ
ウ
」
を
開
音
の
「
シ
ヤ
ウ
」
に

し
た
例
で
あ
る
。
１
１
の
例
は
、「
牆
」
の
音
「
シ
ヤ
ウ
」
を
開
音
の
「
シ

ヤ
ウ
」
に
し
た
例
で
あ
る
。
１
２
の
例
は
、「
羊
」
の
音
「
ヤ
ウ
」
を
開
音

の
「
ヤ
ウ
」
に
し
た
例
で
あ
る
。
１
３
の
例
は
、「
藻
」
の
音
「
サ
ウ
」
を

開
音
の
「
サ
ウ
」
に
し
た
例
で
あ
る
。

　
文
献
番
号
３
５
の
「
詩
経
」
の
う
ち
で
も
、
開
音
を
開
音
に
し
た
例

（
用
例
番
号
１
３
）
と
、
開
音
を
合
音
に
し
た
例
（
用
例
番
号
６
）
が
混
在

す
る
。
１
・
２
の
例
の
よ
う
に
、
合
音
を
開
音
に
し
た
例
が
見
ら
れ
る
が
、

ほ
と
ん
ど
は
、
開
音
を
合
音
に
し
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
開
音
の
存
在

を
認
め
な
が
ら
、
そ
れ
を
保
と
う
と
し
、
一
方
で
は
開
音
を
合
音
に
発
音

す
る
意
識
が
存
し
、
開
音
を
開
音
、
開
音
を
合
音
、
合
音
を
開
音
、
合
音

を
合
音
と
い
う
状
況
が
混
在
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

【
合
音
を
合
音
に
し
た
例
】

１
４
　
瑤
琨
「
ヨ
ウ
」　（
１
０
　
書
経
　
第
１
冊
　
１
２
丁
裏
５
行
目
）

１
５
　
一
毛
「
モ
ウ
」　（
１
７
　
孟
子
　
巻
４
　
４
７
丁
表
８
行
目
）

１
６
　
毫
釐
「
ゴ
ウ
リ
」（
１
７
　
孟
子
　
巻
４
　
４
７
丁
表
８
行
目
）

１
７
　
好
著
「
コ
ウ
」　（
３
２
　
小
学
　
第
１
冊
　
２
丁
裏
８
行
目
）

　
合
音
を
合
音
の
ま
ま
で
表
記
し
た
例
は
、
先
に
示
し
た
ほ
か
に
も
多
数

存
す
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
示
す
こ
と
を
省
略
す
る
。
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（
２
）
サ
（
ザ
）
行
ウ
列
開
拗
音
「
シ
ユ
」
を
直
音
「
シ
」
と
す
る

例

　「 
首  
尾 
」
を
「
し
び
」
と
発
音
す
る
な
ど
の
記
述
が
、「
か
た
こ 

に

し
ゆ
 び

見
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
発
音
の
変
化
が
、
江
戸
初
期
の
上
方
で
生
じ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
文
書
館
の
角
筆
文
献
に
も
、
安
芸
地
方
に
お
い
て

近
世
後
期
に
は
こ
の
よ
う
な
発
音
の
変
化
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
示
す
例

が
存
す
る
。

１
８
　
祝
「
シ
ク
」（
１
３
　
論
語
　
第
３
冊
３
８
丁
表
８
行
目
）

１
９
　
飦
粥
「
カ
ン
ジ
ク
」（
１
７
　
孟
子
　
巻
五
　
３
丁
裏
４
行
目
）

　
右
の
例
１
８
は
、「
祝
」
の
音
「
シ
ユ
ク
」
を
「
シ
ク
」
と
し
た
例
で
あ

る
。
１
９
は
、「
粥
」「
シ
ユ
ク
」
を
「
ジ
ク
」
と
し
た
例
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
ザ
行
ウ
列
開
拗
音
「
ジ
ユ
」
を
そ
の
ま

ま
記
し
た
例
も
あ
り
、
サ
（
ザ
）
行
ウ
列
開
拗
音
「
シ
ユ
」
を
直
音
「
シ
」

と
発
音
す
る
現
象
は
、
個
々
の
語
ご
と
に
生
じ
た
変
化
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

２
０
　
儒
術
「
ジ
ウ
ジ
ユ
ツ
」（
２
２
　
蒙
求
　
第
１
冊
１
丁
表
４
行
目
）

（
３
）
長
音
の
短
呼

　
長
音
を
短
呼
す
る
例
に
つ
い
て
も
、
江
戸
初
期
の
上
方
で
、「
飲
ま
ふ
」

（
　
）　
１４と
」

を
「
の
も
」
と
発
音
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、「
か
た
こ
と
」
に
よ
っ
て
知
ら

れ
る
。
文
書
館
の
角
筆
文
献
に
も
、
安
芸
地
方
に
お
い
て
近
世
後
期
に
は

こ
の
よ
う
な
発
音
の
変
化
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
示
す
例
が
存
す
る
。

２
１
　
覆
テ
「
ヲ
イ
」
テ
（
１
３
　
論
語
　
第
４
冊
２
３
丁
表
２
行
目
）

２
２
　
謳
歌
「
ヲ
ガ
」〈
上
欄
外
〉「
ヲ
カ
」
右
傍
（
２
６
　
孟
子
　
巻
３ 

５
６
丁
表
２
行
目
）

２
３
　
筺
「
キ
ヨ
」（
３
５
　
詩
経
　
第
１
冊
３
丁
裏
１
０
行
目
欄
外
）

　
右
の
例
２
１
は
、『
覆
テ
』
の
訓
「
ヲ
ヽ
イ
テ
」
の
長
音
化
し
た
「
ヲ
ー

イ
テ
」
を
短
呼
し
て
、「
ヲ
イ
テ
」
と
し
た
例
で
あ
ろ
う
。
角
筆
の
「
ヲ
」

と
「
イ
」
は
連
続
し
て
書
か
れ
て
お
り
、「
ヲ
」
と
「
イ
」
の
間
に
、
踊
り

字
の
「
ヽ
」
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
例
２
２
は
、『
謳
歌
』
の
音
「
ヲ
ウ

カ
」
の
「
ヲ
ウ
」
を
短
呼
し
、「
ヲ
カ
」
と
し
た
例
で
あ
る
。
上
欄
外
の
角

筆
に
よ
れ
ば
、「
ヲ
ガ
」
と
あ
り
、
連
濁
し
て
い
る
。
例
２
３
は
、「
筺
」

の
音
「
キ
ヨ
ウ
」
を
「
キ
ヨ
」
と
短
音
に
し
た
例
で
あ
る
。

（
４
）
合
拗
音
の
直
音
表
記

　
合
拗
音
「
ク
ワ
」「
グ
ワ
」
を
「
カ
」「
ガ
」
と
発
音
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、「
浮
世
風 

に
、
江
戸
の
女
性
が
「
く
わ
ん
お
ん
」
を
「
か
ん
の

ん
」
に
発
音
し
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
あ
り
、
合
拗
音
を
直
音
に
発
音
す

る
現
象
が
、
江
戸
後
期
の
江
戸
で
生
じ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
文
書
館

（
　
）　
１５呂
」
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の
角
筆
文
献
に
も
、
安
芸
地
方
に
お
い
て
近
世
後
期
に
は
こ
の
よ
う
な
発

音
の
変
化
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
示
す
例
が
存
す
る
。

２
４
　
歓
「
か
ん
」（
１
９
　
孟
子
　
第
１
冊
９
丁
表
２
行
目
）

２
５
　
郊
関
「
コ
ウ
カ
ン
」（
２
６
　
孟
子
　
第
１
冊
　
３
０
丁
裏
８
行

目
）

２
６
　
戈
兵
「
カ
ヘ
イ
」（
２
７
　
易
経
　
第
１
冊
　
説
卦
７
９
丁
表
８
行

目
）

２
７
　
還
シ
「
カ
ン
」（
３
２
　
小
学
　
外
篇
　
第
１
冊
４
丁
表
３
行
目
）

２
８
　
過
失
「
カ
シ
ツ
」（
３
２
　
小
学
　
外
篇
　
第
１
冊
４
丁
表
４
行

目
）

　
２
４
の
例
は
、「
歓
」
の
音
「
ク
ワ
ン
」
を
、
直
音
の
「
カ
ン
」
に
し
た

例
で
あ
る
。
２
５
の
例
は
、「
関
」
の
音
「
ク
ワ
ン
」
を
直
音
の
「
カ
ン
」

に
し
た
例
で
あ
る
。
２
６
の
例
は
、「
戈
」
の
音
「
ク
ワ
」
を
直
音
の

「
カ
」
に
し
た
例
で
あ
る
。
２
７
の
例
は
、「
還
」
の
音
「
ク
ワ
ン
」
を
、

直
音
の
「
カ
ン
」
に
し
た
例
で
あ
る
。
２
８
の
例
は
、「
過
」
の
音
「
ク

ワ
」
を
、
直
音
の
「
カ
」
に
し
た
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、
以
下
に
示
す
よ

う
に
、
本
来
の
合
拗
音
を
保
っ
て
い
る
例
も
散
見
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
本

来
の
直
音
を
合
拗
音
に
し
た
例
は
見
ら
れ
な
い
。

【
合
拗
音
を
保
っ
た
例
】

２
９
　
怪
「
ク
ハ
イ
」（
２
１
　
古
文
真
宝
前
集
　
第
８
冊
　
２
６
丁
表
６

行
目
）

３
０
　
鰥
「
カ
ン
」（
上
欄
外
）「
ク
ハ
ン
」（
漢
字
の
右
傍
）（
２
６
　
孟

子
　
第
１
冊
　
３
６
丁
表
４
行
目
）

　
２
９
の
例
は
、「
怪
」
の
音
「
ク
ワ
イ
」
を
、
同
じ
く
合
拗
音
「
ク
ワ

イ
」
に
し
た
例
で
あ
る
。
３
０
の
例
は
、「
鰥
」
の
音
「
ク
ワ
ン
」
に
対
し

て
、「
ク
ハ
ン
」
の
合
拗
音
と
「
カ
ン
」
の
直
音
と
が
付
さ
れ
た
例
で
あ
る
。

「
ク
ハ
ン
」
は
「
鰥
」
の
右
傍
に
や
や
小
さ
く
鋭
い
凹
み
で
書
か
れ
た
角
筆

で
、「
カ
ン
」
は
、
上
欄
外
に
大
き
く
、
浅
い
凹
み
で
書
か
れ
て
お
り
、
両

者
は
別
筆
で
あ
る
。「
ク
ハ
ン
」「
カ
ン
」
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
時
代
差
は

分
か
ら
な
い
が
、
恐
ら
く
は
、
浅
い
凹
み
で
書
か
れ
た
角
筆
は
近
世
後
期

か
ら
、
明
治
時
代
初
期
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
回
発
見

さ
れ
た
文
書
館
の
角
筆
を
含
め
、
今
ま
で
に
調
査
し
て
き
た
角
筆
文
献
で

は
、
再
刻
後
藤
点
の
よ
う
な
近
世
後
期
か
ら
明
治
時
代
版
の
文
献
に
書
き

入
れ
ら
れ
た
角
筆
は
、
ま
る
で
針
の
先
で
書
か
れ
た
よ
う
に
細
い
線
で
、

欄
外
や
空
白
部
分
に
大
き
く
書
か
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
江
戸
初
期
か

ら
中
期
に
か
け
て
刷
ら
れ
た
文
献
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
角
筆
は
、
比
較
的

小
さ
な
文
字
で
、
凹
み
が
深
く
、
漢
字
の
右
傍
、
左
傍
に
書
か
れ
る
傾
向

に
あ
る
。
上
欄
外
に
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
際
は
該
当
す
る
漢

字
が
あ
る
行
の
上
に
し
っ
か
り
と
書
か
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
ク
ハ
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ン
」
は
、
２
６
の
孟
子
が
刷
ら
れ
て
間
も
な
い
こ
ろ
の
書
き
入
れ
で
、
上

欄
外
の
「
カ
ン
」
は
「
ク
ハ
ン
」
よ
り
も
後
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
２
９
の
「
ク
ハ
イ
」
も
、
凹
み
が
深
く
、
小
さ
め

の
文
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
１
古
文
真
宝
前
集
が
刷
ら
れ
た
元
禄
時
代

の
間
も
な
い
こ
ろ
の
書
き
入
れ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
み

る
と
、
合
拗
音
を
保
っ
た
例
は
、
江
戸
時
代
中
期
を
下
ら
な
い
書
き
入
れ

で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
安
芸
地
方
に
お
い
て
は
そ
の
後
、
合
拗
音
の
直
音

化
が
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
ま
た
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
直
音
「
カ
」
は
、「
カ
」
の
ま
ま
で
あ
り
、

直
音
を
拗
音
に
し
た
例
は
な
い
。

３
１
　
簡
編
「
カ
ン
ヘ
ン
」（
２
２
　
蒙
求
　
第
１
冊
　
３
丁
表
２
行
目
）

３
２
　
嘉
楽
「
カ
ラ
ク
」（
３
４
　
中
庸
　
一
冊
　
１
８
丁
表
　
１
８
丁
表

１
行
目
）

（
５
）
四
つ
仮
名

　
ダ
行
の
ヂ
・
ヅ
と
ザ
行
の
ジ
・
ズ
の
混
同
に
つ
い
て
は
、
室
町
末
か
ら

起
こ
り
始
め
た
と
言
わ
れ
、
近
世
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
ゆ
る
や
か

に
ジ
・
ズ
の
方
に
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
時
代
発
行
の
『
音
韻

調
査
報
告 

を
み
る
と
、
広
島
県
で
の
報
告
で
は
、
明
治
時
代
に
は
四

つ
仮
名
の
区
別
は
さ
れ
て
い
な
い
と
み
て
よ
い
。
問
題
は
、
近
世
の
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
て
、
明
治
時
代
の
こ
の
よ
う
な
状
況
に
至
っ
た

（
　
）　
１６書
』

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
未
だ
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
文
書
館
の
角
筆
文
献
を
見
る
と
、
字
音
語
に
お
い
て
も
、
和
語
に
お
い

て
も
、
ダ
行
を
ザ
行
に
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。
文
献
１
５
は
、
明
治
時
代

版
で
あ
る
か
ら
、
角
筆
も
明
治
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
残
念
な
が
ら
、

そ
の
他
の
文
献
の
、
角
筆
の
書
き
入
れ
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
江
戸
時
代
中
期
に
印
刷
さ
れ
た
文
献
で
あ
り
、
遅
く
と
も
江

戸
時
代
中
期
に
は
、
四
つ
仮
名
の
乱
れ
が
安
芸
地
方
で
生
じ
て
い
た
こ
と

に
な
ろ
う
。

３
３
　
嬢
妻
子
「
ジ
ヨ
ウ
」（
２
１
　
古
文
真
宝
前
集
　
巻
９
　
１
０
丁
裏

８
行
目
）

３
４
　
軸
「
ジ
ク
」（
２
１
　
古
文
真
宝
前
集
　
巻
９
　
２
２
丁
表
７
行

目
）

３
５
　
爾
「
ナ
ン
ジ
」（
２
８
　
大
学
章
句
　
第
１
冊
　
１
９
丁
表
４
行

目
）

３
６
　
爾
「
ナ
ン
ジ
」（
２
８
　
大
学
章
句
　
第
１
冊
　
１
９
丁
表
６
行

目
）

３
７
　
煩
「
ワ
ズ
ラ
イ
」（
３
１
　
春
秋
左
氏
伝
　
巻
二
十
　
７
丁
表
１
行

目
）

　
３
３
の
例
は
、「
嬢
」
の
音
「
ヂ
ヤ
ウ
」
を
ザ
行
の
「
ジ
ヤ
ウ
」
に
し
た
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例
で
あ
る
。
３
４
の
例
は
、「
軸
」
の
音
「
ヂ
ク
」
を
、
ザ
行
の
「
ジ
ク
」

に
し
た
例
で
あ
る
。
３
５
、
３
６
の
例
は
、「
ナ
ン
ヂ
」
を
「
ナ
ン
ジ
」
に

し
た
例
で
あ
る
。
３
７
の
例
は
、「
煩
」
の
訓
「
ワ
ヅ
ラ
イ
」
を
「
ワ
ズ
ラ

イ
」
に
し
た
例
で
あ
る
。

　
ま
た
、
次
の
例
の
よ
う
に
、
ザ
行
を
ダ
行
に
し
た
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら

の
例
は
、
四
つ
仮
名
の
発
音
が
、
混
乱
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

ろ
う
。

３
８
　
痒
序
「
ヤ
ウ
ヂ
ヨ
」（
２
６
　
孟
子
　
第
１
冊
　
１
２
丁
表
４
行

目
）

３
９
　
充
虞
「
ヂ
ウ
グ
」（
２
６
　
孟
子
　
第
３
冊
　
３
３
丁
裏
２
行
目
）

　
３
８
の
例
は
、「
序
」
の
音
「
ジ
ヨ
」
を
、「
ヂ
ヨ
」
と
表
し
た
例
で
あ

る
。
３
９
は
、「
充
」
の
音
「
ジ
ユ
ウ
」
を
「
ヂ
ウ
」
と
し
た
例
で
あ
る
。

四
つ
仮
名
の
発
音
は
、
ダ
行
か
ら
ザ
行
に
変
化
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
ザ
行

を
ダ
行
に
し
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
が
、
単
に
四
つ
仮
名
の
乱
れ
を

示
し
た
も
の
か
、
発
音
を
そ
の
ま
ま
示
し
た
も
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、

口
頭
語
を
反
映
し
や
す
い
と
い
う
角
筆
の
性
質
か
ら
す
れ
ば
、
発
音
を
反

映
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
ザ
行
か
ら
ダ
行
に
な
る
と
い
う
例
は
、
地
域
に

よ
っ
て
は
存
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
ザ
行
で
あ
る
と

こ
ろ
を
ダ
行
に
し
た
例
は
、
安
芸
地
方
の
他
の
角
筆
文
献
に
多
く
見
出
だ

さ
れ
る
。
四
つ
仮
名
の
発
音
が
ザ
行
に
完
全
に
移
行
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
表
記
上
こ
の
よ
う
な
乱
れ
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
少
な
く
と

も
、
ダ
行
か
ら
ザ
行
へ
の
発
音
の
変
化
が
完
全
に
は
移
行
し
て
い
な
い
段

階
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
角
筆
が
書
き
入
れ
ら
れ

た
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
筆
者
は
、
江
戸
時
代
後
期
ら
明
治
時

代
初
期
の
書
入
れ
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

（
６
）
長
音
化

　
次
に
示
す
例
は
、
短
音
が
長
音
化
し
た
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
長
音

化
の
例
も
、
広
島
県
下
の
み
な
ら
ず
、
中
国
地
方
、
九
州
地
方
の
角
筆
文

献
に
認
め
ら
れ
る
。

４
０
　
儒
術
「
ジ
ウ
ジ
ユ
ツ
」（
２
２
　
蒙
求
　
第
１
冊
１
丁
表
４
行
目
）

４
１
　
姑
女
「
コ
ウ
」（
２
７
　
易
経
　
第
１
冊
　
下
１
９
表
６
行
目
）

　
４
０
の
例
は
、「
儒
」
の
音
「
ジ
ユ
」
を
「
ジ
ウ
」
と
長
音
化
さ
せ
た
例

で
あ
る
。
な
お
、「
ジ
ウ
」
は
、「
ジ
ユ
ウ
」
と
同
音
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
４
１
の
例
は
、「
姑
」
の
音
「
コ
」
を
「
コ
ウ
」
と
し
た
例
で
あ
る
。

（
７
）
促
音
の
脱
落

　
次
の
例
は
、「
謁
」
の
音
「
エ
ツ
シ
」
の
促
音
が
脱
落
し
て
、「
エ
シ
」

と
な
っ
た
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
広
島
県
下
か
ら
見
つ
か
っ
た
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角
筆
文
献
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
地
方
、
九
州
地
方
の
角
筆
文
献
に
認
め

ら
れ
る
。

４
２
　
謁
シ
「
エ
シ
」（
７
　
小
学
校
本
　
外
篇
　
５
８
丁
表
１
行
目
）

ま
　
　
と
　
　
め

　
以
上
、
こ
の
た
び
、
文
書
館
で
授
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
角
筆
調
査

を
も
と
に
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
二
〇
一
五
年
度
ま
で
の
調
査
状
況
を
報

告
し
た
。

　
角
筆
文
献
に
は
、
墨
で
書
か
れ
た
文
献
に
は
見
出
し
難
い
、
近
世
の
安

芸
地
方
の
音
韻
の
特
徴
を
示
す
多
数
の
事
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
今
回
は
発
見
で
き
た
資
料
に
よ
る
制
約
も
あ
り
、
備
後
地
方
の

音
韻
的
特
徴
に
つ
い
て
は
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
発

見
に
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
角
筆
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
年
代
に
つ
い
て
は
、

な
お
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
墨
で
書
か
れ
た
文
献
に
つ
い
て
も
、
そ

の
書
入
れ
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
角
筆
は
そ
れ
以
上
に
特
定
に

困
難
を
伴
う
。
こ
の
角
筆
の
難
点
を
ど
の
よ
う
に
補
う
か
と
い
う
こ
と
が
、

今
後
の
角
筆
研
究
の
大
き
な
課
題
と
言
え
よ
う
。
多
く
の
角
筆
文
献
を
調

査
し
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
照
合
す
る
こ
と
が
、
年
代
を
特
定
す
る
一
つ
の

方
法
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
文
書
館
所
蔵
の
江
戸
時
代
板
本
を
中
心
に
、
各
家

の
文
書
ご
と
に
角
筆
調
査
を
続
け
て
い
く
。
な
お
、
二
〇
一
六
年
、
二
〇

一
七
年
度
の
調
査
結
果
は
、
別
稿
に
て
報
告
す
る
。

注（
１
）　
広
島
県
立
文
書
館
は
、
広
島
情
報
プ
ラ
ザ
内
（
広
島
市
中
区
千
田
町
）
に
あ

り
、
広
島
県
に
関
係
す
る
行
政
文
書
や
古
文
書
に
関
す
る
様
々
な
業
務
を
行
っ

て
い
る
。

（
２
）　
角
筆
文
献
と
は
、
写
本
や
版
本
な
ど
に
、
角
筆
に
よ
っ
て
文
字
や
絵
な
ど
が

書
き
込
ま
れ
て
い
る
文
献
を
言
う
。
角
筆
と
は
、
墨
を
使
わ
ず
、
凹
み
線
に

よ
っ
て
文
字
や
絵
を
書
く
筆
記
具
で
あ
る
。
角
筆
文
献
は
、
昭
和
　
年
に
小
林

３６

芳
規
博
士
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
以
来
、
小
林
博
士
を
中
心
に
研
究
が
さ
れ
て

き
た
。

（
３
）　
二
〇
一
三
年
の
調
査
概
要
に
つ
い
て
は
、「
広
島
県
立
文
書
館
だ
よ
り
」
№

　
（
広
島
県
立
文
書
館
発
行
２
０
１
５
年
３
月
発
行
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き

３９た
い
。

（
４
）　
広
島
女
学
院
大
学
で
開
講
し
て
い
る
講
義
科
目
。
大
学
２
年
生
か
ら
４
年
生

が
選
択
科
目
と
し
て
受
講
す
る
。

（
５
）　
桑
原
家
文
書
は
、
広
島
藩
浅
野
家
藩
士
桑
原
家
に
伝
来
し
た
文
書
で
、
平
成

５
年
に
文
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。『
安
芸
国
広
島
浅
野
家
家
中
桑
原
家
文
書

　
仮
目
録
』（
広
島
県
立
文
書
館
　
平
成
　
年
７
月
）
の
西
村
晃
氏
の
記
述
に

２３

よ
れ
ば
、
桑
原
文
書
は
、
戦
後
、
桑
原
家
か
ら
親
戚
に
渡
り
、
文
書
館
に
寄
贈

さ
れ
て
い
る
。
桑
原
家
文
書
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
角
筆
が
、
具
体
的
に
誰
の
手

に
よ
っ
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
が
、
桑
原
家
文

書
が
角
筆
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
時
代
に
桑
原
家
の
元
に
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
桑
原
文
書
の
角
筆
の
書
き
入
れ
か
ら
分
か
る
日
本
語
の

情
報
は
、
近
世
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
安
芸
方
言
の
特
徴
を
示
す
と

考
え
て
よ
い
。
ま
た
、
西
村
晃
氏
の
記
述
に
よ
れ
ば
、「
桑
原
氏
は
広
島
藩
水

主
方
の
藩
士
。「
村
上
家
乗
」
の
作
者
村
上
勇
蔵
の
妻
の
実
家
に
当
た
る
。
幕
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末
期
の
吉
郎
二
（
徳
明
）
は
藩
の
神
伝
主
馬
流
水
術
の
師
範
を
勤
め
た
こ
と
が

あ
る
。
吉
郎
二
の
子
俊
太
（
喜
徹
）
は
電
信
技
士
で
あ
っ
た
。」
と
さ
れ
る
。

吉
郎
二
の
名
前
は
、
角
筆
文
献
の
墨
書
に
散
見
さ
れ
る
。

（
６
）　『
備
後
国
芦
田
郡
府
中
市
村
延
藤
家
文
書
仮
目
録
』（
広
島
県
立
文
書
館
　
平

成
　
年
３
月
）
西
向
宏
介
氏
の
記
述
に
よ
る
と
、
延
藤
家
文
書
は
、「
備
後
国

２２
芦
田
郡
府
中
市
村
の
商
家
延
藤
家
に
伝
来
し
た
商
家
文
書
」
で
あ
る
。
延
藤
家

は
代
々
、
備
後
国
芦
田
郡
府
中
市
村
（
現
在
府
中
市
）
に
あ
っ
て
、
商
家
と
し

て
、
金
融
業
、
問
屋
業
、
酒
造
業
な
ど
で
財
を
成
し
た
。
今
回
見
つ
か
っ
た
角

筆
文
献
に
は
、
墨
書
に
よ
る
人
名
等
は
書
き
入
れ
が
無
い
た
め
、
ど
の
時
代
の

誰
に
よ
る
所
有
で
あ
り
、
誰
に
よ
り
角
筆
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、

不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
か
け
て
、

延
藤
家
に
関
わ
る
人
物
に
よ
っ
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
７
）　
広
島
県
立
文
書
館
作
成
『
安
芸
国
賀
茂
郡
寺
家
村
野
坂
家
文
書
　
目
録
』
に

よ
れ
ば
、
野
坂
家
文
書
は
、
昭
和
　
年
９
月
　
日
付
け
で
所
蔵
者
の
野
坂
謙
二

６３

２０

氏
か
ら
寄
託
さ
れ
た
文
書
群
で
あ
る
と
さ
れ
る
。『
鶴
亭
日
記
』
の
著
者
で
あ

る
野
坂
完
山
は
、
そ
の
　
代
目
に
あ
た
る
。
完
山
は
医
療
活
動
、
社
会
事
業
は

１９

も
と
よ
り
、
文
芸
活
動
や
教
育
活
動
（
私
塾
「
恭
塾
」
を
開
設
）
に
お
い
て
も

活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
今
回
、
見
つ
か
っ
た
角
筆
文
献
は
、

完
山
ゆ
か
り
の
書
と
は
認
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
後
期
（
天
保
九

年
の
刊
記
の
あ
る
資
料
を
含
む
）
の
文
献
で
あ
り
、
完
山
存
命
中
に
は
刊
行
さ

れ
て
い
た
が
、「
明
治
五
年
壬
申
孟
春
求
之
」
と
い
っ
た
墨
書
の
あ
る
文
献
も

含
ん
で
お
り
、
恐
ら
く
は
、
多
く
は
明
治
初
期
に
購
入
さ
れ
た
文
献
群
で
あ
ろ

う
。

（
８
）　
広
島
県
立
文
書
館
作
成
「
広
島
県
安
芸
郡
焼
山
冨
永
家
文
書
　
仮
目
録
」
に

よ
れ
ば
、
富
永
家
文
書
は
、
昭
和
　
年
（
１
９
８
５
）
７
月
　
日
、
原
蔵
者
か

６０

１７

ら
広
島
県
立
図
書
館
へ
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
後
、
広
島
県
立
文
書
館
に
移
管
さ
れ

た
文
献
群
で
あ
る
。
仮
目
録
の
記
述
に
よ
れ
ば
、「
文
書
か
ら
判
明
す
る
歴
代

当
主
は
、
明
和
頃
が
忠
左
衛
門
、
享
和
頃
が
万
兵
衛
、
天
保
頃
か
ら
雄
介
通
恭

（
明
治
　
年
（
１
８
８
５
）
死
去
）、
弘
化
年
間
か
ら
才
一
郎
通
範
（
明
治
　
年

１８

１５

ご
ろ
ま
で
）（
中
略
）、
明
治
　
年
頃
か
ら
静
雄
（
大
正
４
年
頃
ま
で
）」
と
あ

１５

る
。
発
見
さ
れ
た
角
筆
文
献
に
は
、
富
永
静
雄
と
墨
書
さ
れ
た
文
献
（
文
献
番

号
２
２
）
が
存
す
る
。

（
９
）　
広
島
県
立
文
書
館
作
成
「
安
芸
国
安
芸
郡
熊
野
村
海
城
家
文
書
　
目
録
」
に

よ
れ
ば
、
海
城
家
文
書
は
、「
昭
和
　
年
代
に
所
蔵
者
の
海
城
他
人
雄
氏
か
ら

３０

広
島
県
立
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
、
整
理
・
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
　
年
　

６３

１０

月
に
県
立
図
書
館
が
広
島
市
中
区
上
幟
町
か
ら
現
在
の
広
島
県
情
報
プ
ラ
ザ

（
広
島
市
中
区
千
田
町
三
丁
目
）
内
へ
移
転
し
、
同
プ
ラ
ザ
内
に
広
島
県
立
文

書
館
が
開
館
す
る
に
当
り
、
同
年
８
月
　
日
海
城
他
人
雄
氏
の
実
子
に
当
た
る

１８

石
田
静
子
氏
か
ら
県
立
文
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
今

回
発
見
さ
れ
た
角
筆
文
献
に
は
、
墨
書
に
よ
る
書
き
入
れ
は
無
く
、
誰
の
所
在

に
よ
る
も
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

（
　
）　
保
田
家
文
書
は
、「
広
島
市
保
田
家
　
仮
目
録
」（
西
村
晃
氏
　
執
筆
　
２
０

１０
１
３
年
８
月
）
に
よ
れ
ば
、「
広
島
市
京
橋
町
の
豪
商
、
保
田
家
（
縄
屋
分
家

「
新
宅
」）
に
伝
来
し
た
文
書
。」
と
あ
る
。
ま
た
、「
広
島
城
下
新
町
組
稲
荷
町

西
組
・
京
橋
町
年
寄
、
広
島
第
百
四
十
六
国
立
銀
行
頭
取
、
廣
島
銀
行
頭
取
な

ど
」
を
勤
め
た
家
で
あ
る
と
も
さ
れ
る
。
収
蔵
ま
で
の
経
緯
も
、「
平
成
８
年

（
１
９
９
６
）
５
月
　
日
、
原
蔵
者
か
ら
代
理
人
を
通
じ
て
寄
贈
。
原
蔵
者
は

２２

保
田
家
の
資
料
を
保
管
し
て
い
た
が
、
廣
島
銀
行
『
創
業
百
年
史
』
編
纂
に
当

た
り
、
同
行
へ
貸
与
し
た
。
編
纂
終
了
後
、
原
蔵
者
の
所
在
が
不
明
と
な
っ
た

た
め
、
返
却
さ
れ
な
い
ま
ま
廣
島
銀
行
で
保
管
さ
れ
、
平
成
３
年
（
１
９
９

１
）　
月
、
廣
島
銀
行
「
創
業
百
年
史
」
編
纂
資
料
（
１
９
９
０
１
９
）
の
一

１１

部
と
し
て
、
他
の
資
料
と
と
も
に
当
館
へ
寄
託
さ
れ
た
。」
と
あ
る
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
原
蔵
者
に
つ
い
て
、
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
保
田
家
か
ら

広
島
銀
行
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
た
の
を
、
そ
の
ま
ま
広
島
県
立
文
書
簡
に

収
蔵
さ
れ
た
由
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
文
書
の
角
筆
も
ま
た
、
広
島
市
京

橋
の
保
田
家
に
お
い
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

（
　
）　
広
島
県
立
文
書
館
作
成
「
安
芸
国
安
芸
郡
海
田
市
千
葉
家
文
書
　
目
録
」
に

１１
よ
れ
ば
、「
千
葉
家
文
書
全
６
２
１
点
は
、
所
蔵
者
の
株
式
会
社
千
葉
物
流
倉
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庫
（
広
鳥
市
南
区
宇
品
海
岸
）
社
長
、
千
葉
諭
吉
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
当
文
書

館
に
寄
託
さ
れ
た
文
書
群
で
あ
る
。」
と
さ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
今
回
見
出

さ
れ
た
角
筆
文
献
に
は
、
屋
号
を
示
す
「
海
田
市
　
東
　
神
保
姓
」
の
墨
書
が

文
献
番
号
４
４
に
見
ら
れ
る
ほ
か
は
、
文
献
の
由
緒
が
分
か
る
よ
う
な
墨
書
は

見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
　
）　
広
島
県
立
文
書
館
職
員
西
村
晃
氏
か
ら
の
ご
教
示
に
依
れ
ば
、
児
玉
家
は
医

１２
師
で
、
な
か
で
も
児
島
謙
二
蘭
斎
（
大
正
四
年
十
月
廿
六
日
没
）
は
、『
広
島

県
人
名
事
典
　
芸
備
先
哲
伝
』（
玉
井
源
作
著
　
昭
和
　
年
　
歴
史
図
書
社
）

５１

に
そ
の
名
が
記
さ
れ
る
。
蘭
斎
の
祖
父
の
「
児
玉
大
輔
」
の
名
が
文
献
番
号
５

８
の
墨
書
に
見
え
る
。

（
　
）　
数
字
は
、
角
筆
文
献
一
覧
に
掲
載
し
た
角
筆
文
献
番
号
を
示
す
。

１３
（
　
）　
安
原
貞
室
著
、
寛
文
頃
成
立
。

１４
（
　
）　
式
亭
三
馬
著
、
文
化
六
年
か
ら
十
年
に
成
立
。

１５
（
　
）　
国
語
調
査
委
員
会
編
、
明
治
　
年
刊
。

１６

３８

〔
付
記
〕

　
広
島
県
立
文
書
館
で
の
角
筆
文
献
調
査
に
際
し
、
同
館
研
究
員
の
方
々
に
は
多
大

な
る
ご
厚
情
と
便
宜
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
本
稿
の
作
成
に
関
わ
り
特
に
西
村
晃
氏
に

多
く
の
ご
教
示
と
ご
助
言
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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About the Early Modern Dialect in AKI ( 安芸・Hirosima) 
by Kakuhitu ( 角筆 ) Literatures

── The Material Survey in Hiroshima Prefectural Archives (2014–2016)──

Yasushi YUNOKI

Abstract

This paper is the report about the discovering Kukufitu ( 角筆 ), (2014–2015).　Mainly I examined 
about the early modern dialect in AKI ( 安芸・Hirosima), Especially on phonology.　The 58 
Kakuhitu ( 角筆 ) references were discovered.　I found out the disorder of kaigou ( 開合 )・yotugana 
( 四つ仮名 ) in the Kakuhitu ( 角筆 ) references.

Keywords:　角筆，安芸方言，開合，四つ仮名
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